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研究成果の概要（和文）：　口腔機能評価と栄養評価を基にした栄養食事指導の介入の有効性とこの指導によっ
て体組成の改善を生じえるかを目的とした研究であった。しかし，管理栄養士が栄養指導を実施するために献立
記録と食事写真記録の検討を進めたが，指導を実施する管理栄養士の確保が新型コロナ感染対策上困難となった
ため，栄養状態を表すと考えられる体組成ならびに身体機能，口腔機能の関連を検討した。
　口腔機能とサルコペニアの検査を延べ246名に実施し，サルコペニアの有無に対して，舌圧が最も関係するこ
とが抽出された。口腔機能評価項目のうちの舌圧計測から，身体筋肉量を予想できることやサルコペニアの予防
に寄与できる可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to determine the effectiveness of nutritional and dietary 
guidance interventions based on oral function and nutritional assessments, and whether this guidance
 could lead to improvements in body composition. However, while we considered recording menus and 
photographing meals so that registered dietitians could provide nutritional guidance, it became 
difficult to secure registered dietitians to provide the guidance due to COVID-19 infection 
prevention measures, so we investigated the relationship between body composition, which is thought 
to represent nutritional status, and physical and oral function.
A total of 246 people were tested for oral function and sarcopenia, and it was found that tongue 
pressure was most closely related to the presence or absence of sarcopenia. It was shown that tongue
 pressure measurement, one of the oral function evaluation items, can predict physical muscle mass 
and may contribute to the prevention of sarcopenia.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： 口腔機能　身体機能　体組成　栄養評価

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多くの研究から歯科治療単体のみでは食の行動変容を伴う栄養摂取の改善は困難であるとされており，口腔機能
の状況に合わせた栄養摂取ならびに栄養食指導が必要と考えられる。これらの栄養指導についての研究予定であ
ったが，管理栄養士による栄養指導が困難な社会状況であったため，本研究では，栄養状態を表すと思われる体
組成のなかで四肢骨格筋量に焦点を当て，筋肉量等の身体機能等と口腔機能との関連を検討した。舌圧とサルコ
ペニアの関連があったことから，歯科医院での口腔機能検査によって，全身状態の予想やサルコペニア等の栄養
に影響される疾患の予防に繋げられる社会医学的意義が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢者においては，歯の喪失や筋力減少などによる摂食嚥下機能の低下と相まって，在宅や病

院での低栄養状態が現在でも 2～4 割に存在する（古明地ら，2017，山之井ら，2013）。低栄養
リスクのあるものは，社会参加減少を伴いフレイルを生じ（飯島ら，2014），疾患罹患率が高く
生存率も低い（Lundin, 2013）ことから，高齢者の低栄養を抑制することは我が国の社会的・医
療的課題である。また，高齢義歯装着者や口腔機能低下者は軟食摂取のためにタンパク質やビタ
ミンの摂取が不足し，軟食に多い糖質の摂取割合は高くなるもののエネルギー－タンパク質欠
乏（Sheiham, 2001）の傾向にあることから，高齢者の摂食嚥下機能の把握を行い栄養改善の努
力がなされることは，疾病治癒促進，感染抑制，精神的身体的虚弱の防止に繋がり，健康長寿の
延伸を目指す今後の医療においては大きな意味があると考えられる。 
これらのことから，地域における良好な栄養管理を図るためには，口腔管理を担う歯科におい

て摂食機能状態が評価・把握され，栄養士と連携した栄養食事指導を実施し，骨格筋量等の体組
成にも着目した栄養管理を行うことができれば，実質的でスムースな地域での摂食支援に繋が
っていくことが期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究は，歯科医師から示された摂食機能状態の情報を把握した管理栄養士が，栄養食事指導

をどのように実施できるかを調べるとともに，さらに，どのような摂食機能状態の時により効果
的な栄養食事指導の効果が出るかを検証していくことを主目的とし，栄養食事指導による栄養
摂取状況が体組成に変化を及ぼすかどうかを検証することも副次的な目的とした。 
また，本研究において栄養食事指導がうまく出来なかったときには，栄養状態を反映すると思

われる体組成や身体機能と摂食機能（口腔機能）との関連や各個別口腔機能の関連を検討するこ
ととした。 
 
３．研究の方法 
高齢義歯患者に対し，以下に挙げる口腔機能低下症の検査項目を主体とした摂食機能評価と

体組成計側を含めた食事，栄養状態の評価を行い，栄養評価を基にした管理栄養士による栄養食
事指導の介入の有無により，Ａ：摂食機能と食事・栄養の現状を把握した栄養食事指導の有効性，
Ｂ：栄養，食事，体組成の変化ならびにそれらの改善状況を生じえる患者側の要因についての関
連を明らかにすることとしたが，後述するように研究内容を変更した。 
(1)被験者：高齢義歯患者は，65 歳以上の本院で義歯製作を希望あるいは製作済の患者とし，栄
養食事指導の実施，非実施群に無作為割り付けの予定であったが，後述する研究内容の変更によ
り割り付けは行わなかった。 
(2)口腔機能評価：舌苔付着度，口腔湿潤度，サクソンテスト，残存歯数，咬合力計測，オーラ
ルディアドコキネシス，最大舌圧，グミゼリー溶出糖量による咀嚼能力検査・咀嚼スコア，口唇
閉鎖力測定，聖隷式嚥下質問紙（改変版），EAT-10。 
(3)食事，栄養摂取状況の評価：① 献立記録表（5日分の食事と間食の記載）への自己記載。② 
食事写真：被験者にデジタルカメラを貸与して食事を撮影依頼し，そのデジタル食事画像から摂
取栄養分析ができる食事分析代行サービスを契約・依頼して実施。③ 体組成分析と簡易身体機
能計測：体組成計により栄養評価の一法として部位別筋肉量，徐脂肪量，体脂肪量，蛋白質量，
骨ミネラル量，四肢骨格筋指数（SMI）を計測し，身体機能として握力，歩行速度を計測する。 
(4)栄養食事指導：管理栄養士研修団体に管理栄養士の派遣を依頼して実施。食事記録と栄養摂
取評価（委託）を基に，被験者個人の状況を配慮した栄養食事指導を治療終了後安定時とその 3
カ月後の 2回実施予定。 
(5)研究内容の変更：管理栄養士による対面の栄養食事指導はコロナ感染拡大によって，遂行出
来なくなったため，既製のアプリケーションを利用した栄養指導の試みを行い，さらに口腔機能
評価と体組成ならびに身体機能との関連を検討する横断研究に切り替え，各口腔機能相互の関
連と各口腔機能と身体機能との関連について分析評価した。 
 
４．研究成果 
 本研究の研究協力者は，246 名であり，2020 年 2 月から 2023 年 3 月までの期間に当科外来を
受診し本研究に同意した義歯患者である。（鹿児島大学疫学研究等倫理委員会 190165 疫） 
これらの患者の中で，対面による栄養食事指導が実施出来なくなったため，10 名に対してスマ
ーフォンによる食事写真を利用して栄養摂取状態を評価するスマートフォンアプリのシステム
を試用してみたところ，高齢者にとってはスマートフォンアプリの使用自体が慣れていないこ
とスマートフォンによる写真撮影が難しいようで画角に食事がうまく収まっていないなど食事
の写真撮影自体にもある程度の慣れと練習が必要であると思われた。このようなスマートフォ
ンのアプリを使うようなシステムの使用は，現在の高齢者世代の多くにとってはハードルが高
いと考えられたが，現在の 50 歳代のまだ若い世代が高齢者になったときは十分使いこなせるの



ではとないかと予想されるため，今後のアプリケーションの使用検討は必要であると思われる。 
本研究で採取したデータから，横断研究として以下の結果が得られた。 

(1) 口腔機能低下症の主検査と代替検査の関係（表１）  
咀嚼機能低下の検査である             表１              

グミゼリーの溶出糖量と咀
嚼スコア法の粉砕度との相
関が最も高く，咬合圧と残存
歯数，聖隷式嚥下質問と EAT-
10 の相関がある程度高かっ
たが，口腔乾燥の指標として
の口腔粘膜湿潤度とサクソ
ンテストの相関は低い相関
であった。口腔乾燥の評価と
して，口腔湿潤度とサクソン
テストを同等に扱うのは留意すべきであり，今後も検討が必要であると考えられる。 
 
(2) 各口腔機能検査の計測値とサルコペニアの有無の関連（表２） 
四肢骨格筋量（SMI），握力，             表２             

歩行速度から，AWGS2019 年基
準に従いサルコペニアの診断
を行った。サルコペニアの診
断割合は18.1%であった。サル
コペニアと関連する口腔機能
は，右表に示すように舌運動
と嚥下機能に弱い相関が認め
られた。筋力ならびに筋肉量
の減少が認められるサルコペ
ニアと筋自体である舌との関
係が認められるのは，理解し
やすいと考えられる。 
 
(3) サルコペニアの有無を従属変数とし，各口腔機能検査を独立変数とした 2項ロジスティック

回帰分析（表３）                表３ 
表2のサルコペニアの有無

に関連した口腔機能検査4種
について，年齢と性別を調整
した2項ロジスティック回帰
解析を行ったところ，舌圧の
みが有意に関連する要因と
して認められた。サルコペニ
アは舌圧との関連が深く，舌
活が低い場合はサルコペニ
アに該当することが予想さ
れ，舌圧はサルコペニアの予防に留意する指標になり得ることが示唆された。 
 
(4)サルコペニアの該当の有無による舌圧（図１） 
サルコペニア該当の有無に

よる舌圧を図 1 に示す。非該
当群の舌圧中央値は，30.0kPa
であり，サルコペニア該当群
の舌圧中央値は，21.5kPa で
あり，有意差が認められた。
従来，摂食嚥下機能に必要な
舌圧は，20kPa 以上であると
の報告が多いが，サルコペニ
アを留意するにおいても，こ
のあたりの舌圧値が目安にな
るのではないかと考えられ
た。 
今後，症例数を増やし，サル
コペニアの重症度によって舌
運動機能を主とした口腔機能が             図１ 
どのような関係であるかをさらに検討していくことも必要と考えられる。 
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